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はじめに－本 について考える単元－
　本誌第 28 号において、本について考える単元「日常の読書生活を見つめ直そう」を報告
をした。そこでは、読書論を読むことが読書論を書くことにつながり、書くことで自分の読
書生活を見つめ直すことができるという成果が上げられた。また、文集にしたことで、読む
ことを通した交流は十分できたが、話す・聞くことを通した交流が不十分であった。
　今回は、そこでの課題も踏まえて、本について考える単元を構想し、第 4学年で実践した
ものを報告する。読書会を通して読みを広げる子どもの育成に取り組んだ。
　なお、本実践は、平成 27 年度、前任校（姶良市立加治木小学校）でのものである。
　光村図書平成 27 年度版の教科書には、平成 23 年度版（注 1）に引き続き、本自体を取り上げ、
本そのものについて考える単元「本は友達」が以下の通り、全学年に位置付けられている。
第 1学年　「ほんをえらんでよもう」「ずうっと、ずっと、大すきだよ」3時間
　　　　　○学校図書館を利用し、選書し、好きな本を紹介する。
第 2学年　「お話クイズをしよう」「ミリーのすてきなぼうし」「本の分けかた・ならべかた」
（コラム）6時間　
　　　　　○話を選んで読み、クイズを作り、クイズを出し合う。
第 3学年　「本を使って調べよう」「里山は、未来の風景」「本の分類表」（コラム）5時間
　　　　　○公共図書館を利用し、本を使って調べる。
第 4学年　「『読むこと』について考えよう」「かげ」「読みたい本の見つけ方」5時間
　　　　　○目的や文章の種類に応じて読み、カードを作って紹介する。
第 5学年　「広がる、つながる、わたしたちの読書」「千年の釘にいどむ」「著作権につい　　　　
て知ろう」5時間
　　　　　○学校図書館や書店の本の勧め方を知り、ポップを作って、伝える。
第 6学年　「私と本」「森へ」「施設を利用して、本の世界を広げよう」5時間
　　　　　○自分の読書傾向を掴み、心に残った本について文章を書く。
本や文章を主体的に読み、読書会で読みを広げる子どもの育成
―第4学年「「読むこと」について考えよう」など、本と文章をつなぐ実践を通して―
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1　単元　読書会で読みを広げよう　－「本は友達」―　第 4学年
【教材】
⑴　教科書教材「本は友達」光村図書、2015．2
⑵　ニコライ・スラトコフ『北の森の十二か月（上）（下）』福音館書店、2005．3　など
⑶　ニコライ・スラトコフ原作・松谷さやか文『ことりのゆうびんやさん』福音館書店、
2003．3
⑷　伊澤雅子『ノラネコの研究』福音館書店、1991．10
⑸　竹下文子『黒ねこサンゴロウ 1旅のはじまり』偕成社、1994．7　などのシリーズ
2　子どもの学習経験と昨年度の課題から単元の設定へ
　本学級の子どもたち（男子 11 名、女子 11 名、計 22 名）の多くは、図書室の本を借りて
読むことがわりと好きである。しかし、読書傾向としては、物語だけという子どもが多く、
人気の本だけを読む（歴史シリーズ等）、科学読み物をあまり読まないなど、偏りが多い。
国語の学習は嫌いな教科ナンバー 1である。しかし、授業で取り上げた作品を読む姿は見ら
れる。
　ノンフィクションを読む子どもは約 15％で、圧倒的に物語を読む子どもが多い。絵本で
あれば、全てが物語だと思っている子どもも多い。読書会については、指導計画上、第 4学
年から取り組むことにしていることから、経験した子どもは皆無である。
　昨年度（平成 26 年度）の同じ時期、読書会をする同じような単元を実施した。その際、
次のような課題を挙げた。
　　［課題：猫に焦点を当てる］今回はこのような指導計画を立てて、授業をしていったが、
今後は「猫」に関する本を集めて、単元を構成することも可能である。
　そこで、本単元では、「ねこやクマの本を読んで、読書会をしよう」という課題をもたせ、
読むことと話し合うことを関連付けて学習していくようにした。また、読書会を各グループ
での同時進行で行うことを基本としながらも、時折、他グループの読書会の様子を参観し合
い、交流することで学び合う喜びや成就感を持てるようにする。
　本単元は、学習指導要領国語科（平成 20 年 3 月）第 3学年及び 4学年「読むこと」の「文
章を読んで考えたことを発表し合い、一人一人の感じ方について違いのあることに気付くこ
と」を中心としている。また、「物語を読み、感想を述べ合うこと」「読んだ内容に関連した
他の本や文章などを読むこと」という言語活動の充実も主眼としている。
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3　「本は友達」の価値と特性
　本教材「本は友達」は、「読むこと」自体を考える教材である。人がどのような場面で、
何を読んでいるか、視覚的に学べるように工夫してある。また、各場面で読んでいる絵を見
ながら自問自答しながら、自分の読書生活を振り返ることができるように仕組まれている。
　「どのように文章を読んでいるか、考えよう」では、物語文「1たそがれどきの国」と図
鑑「イエネコの種類」を並列してあり、文章の種類によって、読み方が違うことが比べやす
く構成されている。下段には、どのように読んでいるか、読み方の手引きが載っている。
　中核教材「かげ」は、ノンフィクションである『北の森の十二か月（下）』の 7月「影を
つかもうとした子グマ」を少しだけ改訂した文章である。森の子グマが自分の影とは気付か
ず、謎の黒い物体に驚く様子がかわいらしい。題名の通り、自然界で起きた 12 ヶ月の出来
事が月毎に描かれている。全編を通して読むと、季節を感じることができ、自然の中での動
物の生態やかわいらしさが伝わってくる。筆者ニコライ・スラトコフはロシア人である。
　「読んだ作品をしょうかいしよう」では、「かげ」をカードにまとめている。「内容」と「こ
こがおすすめ」が書かれている。最後には、コラム「読みたい本の見つけ方」がある。
　これらの教材を学習することで 4年生である読者は、教材を基に、自問自答しながら、自
分の読書傾向や読み方を振り返ることができる。また、読書会を経験することを通して、自
分の感想や意見を友達に伝える、友達の感想や意見を聞く、双方向的に伝え合うことができ
る。さらに、お薦めの本をカードにまとめることで、読んだものを短い言葉で表す、絵に表
すために読む、という読書行為を経験することができる。
4　単元構想の留意点
　以下の点に留意して単元を構想した。
⑴　読書会を 4回経験し、友達と読みの交流を図る
　一般に「読書会」というと、大人が数名集まって本を話題にして自由に語り合う姿がイメー
ジできる。10 年前（2004）に、読書会を取り上げた授業をしたときの手応えとして、第 4
学年において読書会が有効であることが確かめられた。そのときは管見ではあるがそれほど
多くの実践は見あたらなかった。しかし、ここ数年、実践記録を見ても、年々読書会の実践
例が増えている。教科書の「学習の手引き」の中でも「読書会をしよう」という言語活動が
示されている。昨年度は、『黒ねこサンゴロウ』シリーズを中心に読書会を行った。読みの
広がり、シリーズで読むことの楽しさを示唆する実感することができた。
　そこで、今回は、子どもたちが夏休みに入る前に読書会を経験させたいと考え、単元を構
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成した。まずは、「読書会の手引き」を活用し、各グループでの読書会の仕方を学びながら、
読み方を身に付けるようにする。次は、自分たちだけで、1冊の本を中心に読書会をする。
さらに、ノンフィクションを取り上げて読書会をする。最後に、本を推薦する形の読書会を
開く、計 4回を計画する。なお、年間を通して読書会を組み入れている他の学校の取り組み
や諸外国のリテラチャーサークル、ブッククラブなども参考にしたい。
⑵　文章と本との関連を図り、本のよさを味わう
　学習指導要領国語科（平成 20 年 3 月）の特徴の 1つとして、文章だけではなく、「本や文
章」と「本」自体を読むことを重視していることが挙げられる。「目的に応じた読書に関す
る指導事項」の項目では、「楽しんだり知識を得たりするために、目的に応じて」「本や文章
を選んで比べて読むこと」と明記してある。教科書に取り上げられる作品は 1部分であるこ
とを意識し、本自体を紹介することを欠かさないようにする。
⑶　目次やブックリストを活用して読書の幅を広げる　
　一連の読書行為の中の本文を読む前の時間を大切にする。図鑑を読むときには目次を読み、
ノンフィクション作品を読む前には、内容を十分予想してから読む。また、ブックリストを
作成して、選書する力の育成も図るようにする。
⑷　同一筆者から広がる読みの楽しみ
　ニコライ・スラトコフの作品は、日本国内ではそう多くはない。書店や公共図書館にも蔵
書があるとは限らない。このような場合、いくつかの著書を積極的に提供する。『北の森の
十二か月（上）（下）』を基軸に、『ことりのゆうびんやさん』『森からの手紙 1～ 3』『おしゃ
べりのもり』など、同一筆者から読みの世界を広げるようにする。
⑸　単元が単元を作る－読書に深まりを
　 1つの単元を学習しているときに続けて、または発展して学習を続けたくなることがある。
子どもの意識の流れを考えると、ぜひ続けた方が力になるという場合、小単元を位置付け、
読書に、学習に深まりを持たせたい。
⑹　残暑見舞いの活用
　 1学期の学習と 2学期の学習をつなぐためにも、残暑見舞いの内容を読書に関するものと
し（注2）、夏休みの読書活動の意欲を持たせる。本の紹介に加え、問いを入れ、子どもの読書
意欲を刺激したい。
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5　単元の指導目標
⑴　読書の目的や場面、ジャンルに関する自身の読書生活を振り返ることができる。
⑵　物語文や説明文、ノンフィクションの文章の一部を比べて読み、それぞれの特徴をとら　
えることができる。
⑶　目次や索引を参考にして、文章から本に広げた読書をすることができる。
6　単元の指導計画（全 8時間）
　本単元の指導計画を示すと、次の表のようになる。
次 時 学　習　活　動
○　指導上の留意点
読　読書タイム等で読み聞かせする本
第
一
次
7
月
実
施
1
①教師の読書体験を聞き、「本は友達」を基に、
自分の読書傾向をつかむ。
②「ねこ物語」「ねこの図鑑」という題名から両
者の内容を予想し、教科書教材と比較し交流
する。
○いつ、どこで、何を、何のために読んでいる
のか、自分の読み方を自覚させる。
○物語と図鑑の違いを意識させる。
読　『ノラネコの研究』
2
③「かげ」という題名から内容を予想した後に、
教科書教材「かげ」を読み、簡単な読書会❶
をする。
④読書会の感想を交流し、学習課題「ねこやク
マの物語や図鑑を読み、読書会をしよう」を
設定する。その後、学習計画を協議する。
 ［学習計画表］
○目次から内容を予想して読む活動や読書会を
経験したことを基に交流して高まった意欲を、
学習課題へと結びつける。
○実際の本 2冊『北の森の十二か月（上）（下）』
を紹介し、目次から内容を予想させる。
読　「クマをおどろかせたのはだれ？」『北の森
の十二か月（下）』
第
二
次
7
月
実
施
3
⑤『北の森の十二か月（下）』の目次構成をつかみ、
「かげ」と「影をつかもうとした子グマ」との
微妙な違いを気付き、ノンフィクションの特
徴を捉える。
○並行読書をし始める。
○目次を読んで想像したあらすじは 200 字程度
とする。本から教科書に掲載されることによ
る違いを見つけさせる。
○教科書の文章から広げて、本自体の楽しみに
ふれさせる。
読　『黒ねこサンゴロウ』シリーズ
4
⑥「かげ」を読んで、読書会の仕方を台本を使っ
て学び、実際に各グループで読書会をする。
　［読書会の手引き］
○読書会の方法を体得するために、台本を使っ
て演じさせ、読書会をするために必要なポイ
ントを示す。
読　『クマよ』
5
⑦『ことりのゆうびんやさん』（ニコライ・スラ
トコフ）の題名や表紙から内容を予想する。
⑧『ことりのゆうびんやさん』を初めて読んだ後
に読書会❷をする。　　　　　［読書会シート］
○表紙絵やタイトルが読者に与える大まかなイ
メージや影響の違いに気付かせる。
○初めて読んだ感想を重視した読書会にする。
読　『おしゃべりなもり』（ニコライ・スラトコフ）
6
⑩物語と図鑑と比べて読み、物語文と説明文の
共通点や相違点などの特徴をとらえる。
　［ワーク③］
○教科書に線を引きながら、物語と図鑑の共通
点や相違点を見つけさせ、読書会をした経験
の違いにも着目させる。
読　『にゃーご』『ちゅーちゅー』
夏
休
み
○教師からの読書残暑見舞いを読み、夏休みの
読書の意欲を持つ。
○近隣の地域の友達と読書会をする。
○教師からの問題「ニコライ・スラトコフ作の
絵本」への反応を紹介する。
読　『二ひきの子グマ』
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第
三
次
9
月
実
施
7
⑨各グループで『北の森の十二か月（上・下）』
やクマ、ねこのノンフィクションや物語の中
から 1冊決めて、読書会の手引きを確認した
後、読書会❸をする。
○並行読書してきた本の中から選択させ、中心
となる本につながりのある本も準備させる。
読　『やんちゃ子グマがやってきた』
8
⑪好きな本を選択した読書会❹をする。
⑫各グループの読書会の様子を参観し、その後、
単元全体の感想を話し合い、自己評価・相互
評価する。［原稿 400 字程度］
○夏休みやこれまでの読書経験の中から 1冊を
推薦することを目的とした読書会にさせる。
読　『 3びきのくま』
7　学習の実際
⑴　一次の展開　学習の動機付け、課題設定、学習計画の協議
　 1時間目は、教師の読書生活が日常生活に欠かせない話をして、読書することの重要性を
考えさせた。自分の読書生活を振り返りながら、教科書に書き込みをしていく中で、読むこ
とがいかに日常生活の中に入り込んでいるのか考えることができた。これは、平成 23 年度
版から引き続き現教科書（光村図書）の優れている点である。以下のような読む姿が描かれ
ている。平成 23 年度版と比較すると、読む対象である「時間割」「メモ」がなくなっている。
場所 読者 時 対象 目的
地域
学校
家庭
小学生
小学生
父
母
祖父
午前・午後
午前・午後
午前・午後
　　　午後
　　　午後
午前・午後
午前・午後
　　　午後
掲示板
教科書
図書館の本
漫画
手紙
新聞
ちらし
回覧板
連絡の確認
勉強
調べるため、楽しみのため
楽しみのため
連絡を確認する、相手の状況や気持ちを知る
情報を得る、世の中の状況を知る
買い物の情報を得る
地域の行事や出来事を知るため
　その後、「ねこの物語」「ねこの図鑑」の内容を予想させた。「ねこの物語」について予想
した内容は、「猫が 1度死んでしまい、助けられて生き返る」というような『100 万回生き
たねこ』に影響されたものが多かった。A児も「ひなたぼっこをしていた猫が新しい仲間
とけんかになり頭を下げて仲直りする」と予想した。
　「ねこの図鑑」については、猫の性格や飼い方、餌について詳しく説明してあるという予
想が多い。子どもたちは、題名によってその文章様式を決定付けているようだ。また、題名
だけでは内容を予想するにも限界があり、ディテールまで予想することは困難である。ただ
し、子どもたちは、物語と図鑑という表現様式の違いには気付いていた。
　交流後には、教科書教材を読み、自分の予想したものと比較させた。
　2時間目は、ノンフィクションである『北の森の十二か月（上）（下）』の 2冊の目次を紹
介し、内容を予想させた。A児は、「クマの親子の足音」を選び、「クマが親子で一緒に足
音をたてて、みんなを驚かせてしまって、人気者になる」と予想した。その後、「かげ」と
－ 88 －
（83）
言う題名から、内容を予想し、読み聞かせをした。
　次に、各グループで初めて読んだことや題名から想像した内容について、グループが同時
進行で読書会を経験した。全般的にどのグループも、感想が単発であることが多かった。し
かし、A児のグループは、少しは感想につながりが見られ、友達の感想を聞き合うことで、
読みが広がっていった。そのときの感想を交流し、学習課題「クマやねこの物語や図鑑を読
み、読書会をしよう。」を設定した。A児は、「猫の物語と図鑑を読みたい」という意欲を持っ
ていた。その後、学習計画を話し合って決めていった。そのシートを使って、1時間毎、授
業後に自己評価する。単元を通して行うので前時、次時とのつながりも図ることができる。
⑵　二次の展開　　物語文や説明文、ノンフィクションを予想して読み、読書会をする。
　 3時間目は、教科書教材「かげ」がノンフィクションであることを捉える時間にした。「か
げ」ならではの特徴を把握するための学習の順序は次の通りである。
　①全体構造（森の様子―子グマのハプニング―森の様子）を大まかに捉える。
【資料Ⅰ　学習計画・評価表】
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　②筆者ニコライの言動には黄線・森の様子には青線・子グマのハプニングには赤線を引く。
　③ 3種類の線を引きにくい箇所を取り上げて検討する。
　以下の部分は、物語の中でクマが会話しているようにも思える心情描写である。筆者がク
マの立場に立って考えていることを表現している。
　○「つまり、だれもいないということなんだ」
　○「ただの小えだじゃないんだろうか」
　○「これはどういうことなんだろう。あわてないで、じっくり考えなくては」
　○「かげは、いったい何をしようとしているのだろうか」
　○「味もにおいもしないこの黒いやつが、おしりにかみついたのだろうか」
　このような表現が物語であるか、ノンフィクションであるか、分かりにくくすることにも
少しだけ触れた。
　 4時間目は、前時で学習した「かげ」が掲載されている『北の森の十二か月（下）』の「影
をつかもうとした子グマ」を読んでの読書会を経験させた。
　その際、読書会の仕方を台本［読書会の手引き］（次頁資料Ⅱ参照）を使って学ぶように
した。一つのグループを中心に行い、他のグループは参観する形態をとり、適宜、教師が以
下の 20 ポイントを示していった。
　①話し合いの中心　　②切り出す　　③同意　　④具体的　　⑤シリーズを取り上げる
　⑥話を戻す　　⑦自分の体験　　⑧ページ　　⑨引用　　⑩比べ読み
　⑪次の話題への移り方　　⑫理由付け　　⑬文中の言葉を基に考える　　⑭確認
　⑮話題の変え方　　⑯うなずき　　⑰同一作者の作品　　⑱題名読み　　
　⑲読書生活、図書館利用　　⑳次時予告
　並行読書を始めるためにブックリストを配布した。クマと猫、その他の動物の欄を横に並
べ、物語と説明文・図鑑・ノンフィクションを縦に並べて配置した。学級文庫には、公共図
書館から借りてきて揃え、家庭学習でも並行して読み進めるようにした。
　 5時間目は、前時の学習を生かして、自分たちで読書会をする時間を設定した。取り上げ
た本は、『ことりのゆうびんやさん』である。「かげ」の筆者ニコライ・スラトコフが原作を
書き、訳者の松谷さやかが、ロシアでの実話を日本向けに一部訂正し、読みやすくした絵本
である。絵は、はたこうしろうが担当し、物語のように思える表紙絵である。
　昨年度、教材化研究をしたときには、一読してすぐページを閉じ、授業の中では扱わなかっ
た。一年ぶりに再読し、筆者と訳者の関係が分かり、児童向けのノンフィクションであるこ
とから、中核教材「かげ」と関連付けて取り上げることとした。
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【資料Ⅱ　読書会の手引き】
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　表紙を見た子どもたちの反応も、全員が物語だと予想した。その後、読書会をしたが、前
時までの学習がそれほど生かされてなかった。A児は、読書会の後「自分では気付くこと
のできなかったことを友達が言ってとても勉強になった」と言っていた。
　6時間目は、物語と図鑑を比べて読み、読み方の違いを確認した。
　物語の冒頭「1　たそがれどきの国」と図鑑の一部「イエネコの種類」の二つを比べて読
んだ。教科書に線を引きながら、物語文と説明文の冒頭部の共通点や相違点などの特徴を見
つけさせた。特に、相違点についてたくさん発見することができた。
観点 物語文 説明文
時
場所
誰が
出来事
構成
秋の夕日・学校から帰ってきた
家の玄関の前・たそがれ時の国
あかり・猫（登場人物）
あかりと猫が出会う（行動）
状況設定・発端・事件・解決
（説明文の種類によって重要なときもある）
（説明文の種類によって重要なときもある）
アメリカンショ－トヘア・アビシニアン（対象）
体重・原産地（事柄）
話題提示、問題提起、課題追求・課題解決
　冒頭部の構造だけではなく、読書会をした経験の違いも発表させた。どちらの読書会が好
きか尋ねたところ、物語文を使っての読書会の方を好んでいる子どもたちが多かった。
【資料Ⅲ　ワークシート③】
　平成 23 年度版（光村図書）には、二つの文章の出所が明確で、その文章の原典につなげ
る読書指導が可能だった。物語は『黒ねこサンゴロウ 1　旅のはじまり』で、説明文が『こ
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れだけは知っておきたい（33）ネコの大常識』であった。どちらもシリーズがあり、教科書
に掲載されている文章から本へと結びつけやすかった。読書指導が重視されている教材で
あった。しかし、平成 27 年度版は、教科書編集部による作成である。だから、文章から本
へは結び付きにくい面があった。著作権の問題等でやむを得ないこともあるが、少し残念な
改訂である。
⑶　三次の展開　読書会を参観し合う
　 7時間目は、各グループで選択した本を中心に読書会をする時間である。これまで並行読
書したものや夏休みに読んだ本を仲間分けし、その中から選択させる。夏休み明けになるの
で、「読書会の手引き②」（本頁資料Ⅳ参照）を活用して、読書会に臨ませた。「読書会の手
引き②」は、ノンフィクションか物語かどちらかを参考にできるようにした。物語の場合、
途中から、自分だったら何と発言するか、記述させた。A児は、くまの子ウーフが「水が
ないからって、カタツムリをポケットに入れるのがかわいい」と、ウーフの性格をよく表し
た叙述を選択し、自分の考えを書いていた。
　A児のグループは、『ちゅーちゅー』を中心に、同じ作者宮西達也の『にゃーご』も一緒
に読書会をした。以下の通りである。
【資料Ⅳ　読書会の手引き②】
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【読書会の様子】［『ちゅーちゅー』『にゃーご』の読書会］
司：これから『ちゅーちゅー』の読書会を始めましょう。誰からでも意見を出してね。
Ａ：僕から出していいかな？まず最初のここの「ちゅーちゅーちゅーちゅーおおきなこえをだしているとね
こがくるよ。たべられちゃうぞ。だからきをつけるんだよ」と注意されている所が面白かったです。
Ｂ：そうだね。私もそこが面白いと思ったよ。
Ｂ：次に意見を言ってもいいですか？私はここの 3匹がお昼寝をしているところがかわいかったです。
Ａ：そうだね。僕もそう思ったよ。
Ｃ：僕はこの猫はネズミをあんまりよく知らなくて、このネズミが「ネズミはこういうネズミなんだよ」と
言っていて、僕は本当にこんなネズミがいたらこわいなと思いました。  
Ａ：僕もこの顔は口がさけていてオオカミなのかと思った。
司：私もネコよりもこわいオオカミみたいだと思いました。
司：頁を変えていい。私はここのネコがネズミのためにせっ
　　かくバナナをとってあげたのに落ちてしまってかわいそ
　　うだったな。
Ａ：そうだね。僕もかわいそうだと思ったよ。
司：このネコはネズミを助けてあげて自分は危なかったけど、
　　ネズミを守ってあげていいなと思ったよ。
Ａ：僕も助けてくれたところがかっこいいなと思いました。
Ｃ：ページを変えていいですか？僕はこの 3匹のネズミは足
　　がとっても速いなって思ったよ。
司：そうだね。さっきまでここにいたのに、もうここまで走っ
　　ていてすごいと思ったよ。
司：最初このネコがバナナを持っていたのに、こっちのネコ
　　がバナナを盗んでいったから面白かったよ。
Ｃ：私はネコたちが普通は追いかけてくると思ったのに、そ
　　うではなくて面白いと思ったよ。
Ａ：そうだね。
Ｂ：ページを変えていいですか？僕はこのネコたちが追いか
　　けてくるところがこわいなと思いました。
Ｃ：僕はこの 2匹のネコはこのネコの仲間なんじゃないかなと思うよ。
司：ページを変えていい？この場面で 3匹のネズミは仲間のネコの助けを呼ぼうとしていて、合図をしてい
るわけじゃないのにちゅーちゅーないてえらいなと思った。
Ｃ：僕はこの星がきれいだと思ったよ。
Ｂ：話題を変えます。こっちは「にゃーご」の本だけど、こっちの本では「にゃーごにゃーご」となくのに、
こっちの本では「ちゅーちゅー」なくのが違うんだなあと思いました。
司：そうだね。ここではみんなあんまり洋服は着ていないけど、この子だけ服を着ている。
Ｃ：僕は口の大きさが違うなって思ったよ。
Ｃ：僕はこのネコは悪い時と優しい時があって、本当は優しいのかなと思ったよ。
Ｂ：そうだね。僕もそう思ったよ。
司：私もそう思ったよ。ここのページではネズミたちは何も持っていないけど、こっちでは持っている。
Ａ：「にゃーご」と「ちゅーちゅー」のシリーズはみんな好き？こういう本をいっぱい読んでいこうね。こ
れで終わりましょう。終わりましょう。
－ 82 －
（89）
【資料Ⅴ　読書会シート】
　8時間目は、各自で選択した本をただ紹介するだけではなく、読書会の中で紹介し合う場
を設定した。最後には、全 8時間を振り返った感想を書かせた。
8　実践の成果と課題
　単元の学習後に実態調査をとってみた。
（対象：4年 1組 22 名、2015 年度調査）
とても まあまあ あまり ぜんぜん
4月 9月 4月 9月 4月 9月 4月 9月
①読書が好きか。 9 16 11 6 2 0 0 0
②猫やクマが出てくる本をよく読むか。 0 7 5 11 12 4 0 0
③ノンフィクションを読むか。 1 3 6 14 13 5 0 0
④シリーズの本を読むか。 7 16 13 4 2 2 0 0
⑤ねこやクマの本を読んだか。 （平均 15 冊）
⑥比べて読んで楽しかったか。 4 13 7 7 8 1 3 1
⑦読書会をしたことがあるか。 0 12 0 8 0 1 22 1
⑧読書会は楽しかったか。 0 16 0 4 0 2 0 0
⑴　読書や読書会が好きに近づく
　実態調査をして、意識面で大きな成果を得られた。それは、読書が好きになっている子ど
もが増えたことである。他の項目でも、全て 4月よりも伸びている。ノンフィクションやシ
リーズの読書についても、好きに近付いている。
　読書会についても、「楽しかった」という子どもがほとんどである。読書会が好きな理由
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として、自分が言いたいことも言えて、友達の考えも聞けるが 15 名、自分の考えが言える
が 1名、友達の意見が聞けるが 5名だった。また、「今度も読書会をしたい」と意欲が高まっ
たことが分かる。A児は、「これからもいっぱい読書会をしたい」という感想だった。他に
は次のような感想がある。
【友達の感想を聞くことを中心に】　※　○数字は人数
　・友達の意見がよく分かった。⑥
　・読書会をしてとてもよかった。なぜかというと、人の思っていることや意見が聞けたから。意見が出な
い人も勇気を出しているところを見てほっとした。なるほどと思った。④
　・自分では気付くことのできなかったことを友達が言ってとても勉強になった。学べた。②
　・友達はこういう考えをするんだなと思うところが好き。
　・ぼくは○○さんの「鳥が入ったのがすごいな」と言う意見を聞いてああなるほどなと思った。
　・わたしは、○○さんの感想が一番いいなと思った。理由は、ポストの隅っこに入っているからいいなと
思ったから。
　・○○の「ポストになぜ作ったのか」が同じ意見だった。
　・私は読書会をしてみんなの意見を聞いて、いろいろなことが分かった。1つは○○さんの考え。それは、
郵便屋さんのバッグから小鳥が手紙を盗るという予想がおもしろかった。
【聞き比べて】
　・他の意見と比べられるのがいい。
　・○○と感想が似ていた。不思議だった。②
【話す・聞く】
　・みんなの意見をいっぱい聞いたり、自分の意見を話したりして楽しかった。
【友達の賞賛】
　・私が言った後に拍手をしてくれて、ほめてくれて楽しかった。
【グループ】
　・グループで読んで『ことりのゆうびんやさん』のことが分かった。
【読書会の進行】
　・楽しく進められた。
　・話が進んでいって、前よりも成長できていい読書会になった。
　・司会の○○がとてもうまくて本当に勉強になった。
【今後の期待】
　・これからもいっぱい読書会がしたい。②
　反対に、「楽しくなかった」子どもが 1名いる。日頃、基本的な生活習慣や学習習慣が身
に付いていない子どもである。日常生活全般の改善が必要である。
⑵　台本付きの「読書会の手引き」の効用
　　台本付きの「読書会の手引き」は、次の感想のように、子どもたちによい影響を与えた。
　○とてもおもしろくて楽しいなと思った。
　○みんなでできて楽しかった。
　○ちゃんと役割があっていいなと思った。
　○手引きがよく分かった。他の本も出せばいいんだと思った。④
　○グッドアイディアだと思った。
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　○台本があると、こうやって読書会をするんだと思った。（司会の進め方や反応の在り方）④
　○イメージができた。
　○読書会を進めやすい。②
　○発表の仕方や進め方のヒントになった。
　○この台本を使ったら、たくさんいいことやおもしろいことを言っていた。わたしたちも、台本がなくて
もいい読書会にしたい。
　○（前は「早く早く」と言われたことがあったが）台本があると、すらすら進めやすい。
　○次からはこれをお手本にして読書会をしてみたい。②
　○今からでも読書会をしてみたい。
　○その本を 2、3回読んでおきたい。
　○勉強になった点は司会が進んで質問しているところ。
　○司会はこうやってみんなに発表させたり、まとめたりするんだなと思った。
　○自分たちの読書会と全然違った。
⑶　文章と本の結びつき
　猫やクマの本を読んだ平均読書冊数は、15 冊でよく読んでいた。A児は、40 冊読んでいた。
⑷　比べ読みをして気付く
　物語文とノンフィクション・図鑑を比べて読むことで違いに気付くことが多かった。しか
し、ノンフィクションといっても多種多様で、それぞれの様式が変わればその特徴も変わる
ことは当然なことである。学級の子どもたちを見ていると、比べて読むことに随分慣れてき
ている。
⑸　夏休みの読書指導につなげる
　夏休みに読書会をした子どもは、13 名で予想以上に多かった。残暑見舞いの返事と反応
が少なかったのが残念だった。
⑹　保護者にも協力してもらう読書指導
　本校 4学年部では、PTAの学級テーマを「親子読書をしよう」と設定している。その具
体策として、「親子読書ノート」を輪番で回して簡単な感想を記入している。この学習の期
間中は、猫やくまが出てくる本を取り上げた家族があった。
－ 79 －
（92）
注⑴　光村図書平成 23 年度版の教科書では、本について考える単元が以下の通り計画してある。
　　　第 1学年　「ほんはともだち」
　　　　　　　学校図書館を利用し、好きな本を紹介する。
　　　第 2学年　「きみたちは、「図書館たんていだん」」
　　　　　　　学校図書館の本の並び方や分類の仕方を理解し、本を探す。
　　　第 3学年　「本は友だち」
　　　　　　　公共図書館を利用し、本の選び方を理解し、本を紹介する。
　　　第 4学年　「読書生活について考えよう」
　　　　　　　読書生活について調べ、調査報告書を書く。
　　　　　　　　「本は友達」
　　　　　　　目的や文章の種類に応じて読み、ポスターを作って発表する。
　　　第 5学年　「わたしたちの「図書館改造」提案」
　　　　　　　学校図書館の現状を知り、提案書を書く。
　　　第 6学年　「わたしと本」
　　　　　　　自分の読書傾向を掴み、著名な作家の読書論を読む。
⑵　次のような「読書残暑見舞い」を作成して配布した。
 （ふなつ　けいじ・鹿児島県屋久島町立一湊小学校）
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